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同
要
望

雪
は
、
①

世
界
の
海
上

輸
送
貨
物
量

が
急
増
す
る

な
か
、
ア
ジ

ア
地
域
を
中

心
に
全
世
界

の
物
流
構
造

は
激
し
く
変

化
。
②
ア
ジ
ア

主
要
港
で
は

ポ
ス
ト
パ
ナ

民
主
党
港
湾
議
員
連
盟

（
西
岡
武
夫
会
長
、
藤
原

良
信
事
務
局
長
）
は
７
月
別

日
、
前
原
国
土
交
通
大
臣
を

訪
ね
、
「
我
が
国
の
国
家
戦

英
国
で
は
低
炭
素
社
会

橘
築
に
向
け
、
１
９
９
０
年

対
比
で
、
２
０
２
０
年
ま
で

に
再
生
可
能
エ
ネ
利
用
率
帥

替
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
温

暖
化
ガ
ス
削
減
率
帥
誹
を
目

国
北
東
別
海
公
社
の
取
組
み

英
風
力
。
波
力
等
の
研
究
開
発
支
援

民主党港湾論室
霧
》
雪
辱
》
鐘
辱
錘
塑
辱
一
一
壱
冨
毒
趣
毒
雪
雪
嘩
壷
麺
垂
雲
詞
屋
挙
霊
垂
垂
麺
辱
尋
鐘
蓉
蓉
冒
『
》
函
需
毒
君
屋
室
雪
函
一
一
雪
辱
毒
雪
辱
》
霊
室
雪
再
辱
軍
蝿
画
一
麺
塞
》
謹
函
童
画
匡
唇
潤
露
宮
雪
辱
雲
謹
聴
》
雪
辱
雪
冨
再
函
望
三
宮
】
辱
軍
》
『
邑
壷
軍
鐸
鋤
雪
辱
錘
南
室
雪
辱
鐸
・
宮
宮
幽
醒
宮
画
室
室
』
辱
》
塞
唾
言
垣
露
望
認
蝉
室
画
辱
蓉
窪
辱
尋
』
国
辱
》
函
冨
毎
章
富
国
露
蓉
雪
辱
毒
雪
辱
琴
』
蓉
雲
画
密
雲
雪
屋
富
軍
匿
辱
挫
辱
》
雪
辱
写
蝿
犀
零
画
》
唾
一
雷
辱
一

軍
客
電
函
密
画
瞬
韓
罰
辱
嘩
屈
錘
南
国
雪
雪
邑
函
恋
錨
窒
弓
画
室
函
幽
函
璽
雪
毎
宮
麺
軍
軍
雪
軍
辱
函
騨
軍
国
壷
画
』
唾
軍
雪
函
冨
函
辱
需
空
軍
宮
雷
睡
唇
函
璽
雪
毎
壁
宮
幽
函
寧
冒
軍
壷
雪
軍
毒
雪
辱
宮
鍾
嘩
壷
国
軍
函
軍
函
宮
画
軍
函
】
軍
函
唖
雪
亘
童
軍
章
画
室
宮
一
軍
唾
訟
函
宮
卓
軍
宮
睡
銅
理
阜
屋
》
雪
辱
函
画
酉
富
国
函
函
】
軍
雪
国
壷
密
画
軍
》
哩
壷
雪
函
函
軍
卓
画
国
璽
露
唾
自
室
函
宮
軍
国
】
軍
雪
煙
露
画
趣
画
軍
画
函
函
騨
慰
酉
画
酉
函
圃
函
酉
重
重
宮
画
津
南
一

ｌ
風
力

同
地
域
に
は
、
英
国
初

の
洋
上
風
力
発
電
拠
点
の
プ

ラ
イ
ス
（
約
２
Ｍ
Ｗ
）
が

あ
る
。
現
在
、
陸
上
風
力
発

電
は
、
灯
ヶ
所
（
氾
基
、
１

＝＝=

Ｆ１唾

国
家
戦
略
上
港
湾
は
不
可
欠

原
大
Ⅱ
章
一
に
童

の
間
の
世
界
経
済
は
約
７
倍

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
海
運
の

伸
び
が
顕
著
で
あ
っ
た
こ
と

は
明
ら
か
。
こ
の
よ
う
に
国

際
貿
易
が
画
期
的
に
拡
大
し

た
背
景
に
は
逓
信
・
輸
送
コ

ス
ト
の
低
減
化
が
大
き
く
寄

与
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

が
、
な
か
で
も
輸
送
運
賃
の

低
減
化
が
も
た
ら
し
た
フ
ァ

ク
タ
ー
が
大
き
い
。
今
後
の

訓
年
先
の
世
界
経
済
は
前
半

力
発
電
ブ
ロ
ー
ド
・
テ
ス
ト

施
設
の
拡
張
（
、
僻
し
１
０

０
腕
）
が
決
定
し
て
お
り
２

０
１
１
年
の
稼
動
を
予
定
し

て
い
る
。
ま
た
、
プ
ロ
ト
タ

イ
プ
機
の
テ
ス
ト
／
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
テ

ス
ト
サ
イ
ト
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
、
発
電
用
ド
ラ
イ
ブ
・

ト
レ
イ
ン
・
テ
ス
ト
施
設
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
表
し
て

お
り
、
大
型
洋
上
風
力
の
本

略
上
、
港
湾
整
備
は
必
要
不

可
欠
！
」
と
す
る
平
成
詔
年

度
港
湾
予
算
重
点
整
備
要
望

書
を
提
出
し
、
所
要
施
策
の

実
現
と
予
算
化
を
求
め
た
。

組
み
を
進
め
て
い
る
。

そ
の
中
で
も
、
新
・
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
に
お

い
て
英
国
の
中
心
的
な
役
割

を
果
た
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

の
先
駆
的
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
確

前原大臣に港湾予算の重点化を要望する民主党港議連首脳

日
本
海
事
広
報
協
会
ら
岨
団

体
の
発
起
人
が
主
催
。

同
パ
ー
テ
ィ
で
は
主
催
者

を
代
表
し
て
鈴
木
日
本
海
事

広
報
協
会
会
長
が
「
１
９
７

０
年
以
降
、
国
際
寅
易
額
は

推
進
に
向
け
た
客
船
ク
ル
ー

ズ
の
母
港
等
々
の
活
用
に
も

必
要
。
⑧
躍
進
す
る
ア
ジ
ア
市
場

の
新
た
な
需
要
を
捉
え
、
そ

の
成
長
力
を
我
が
国
に
積
極

的
に
取
り
込
み
、
持
続
的
な

経
済
成
長
や
国
内
雇
用
の
維

持
・
創
出
等
に
直
接
つ
な
が

る
港
湾
へ
の
投
資
が
今
こ
そ

不
可
欠
、
な
ど
を
掲
げ
て
お

り
、
こ
れ
ら
必
要
施
策
を
詔

年
度
港
湾
整
備
予
算
に
活
か

し
て
い
く
よ
う
求
め
た
。

世
界
経
済
の
伸
び
率
を
上
回

っ
て
推
移
し
て
き
た
。
特
に

海
上
物
流
は
１
９
５
０
年
に

５
．
５
億
才
だ
っ
た
も
の
が

２
０
０
０
年
に
は
記
億
才
と

⑩
倍
以
上
に
拡
大
し
た
。
こ

平
成
羽
年
「
海
の
日
」
に

因
ん
だ
海
事
関
係
功
労
と
し

て
、
国
土
交
通
大
臣
表
彰
左

受
け
た
方
々
を
招
い
た
祝
賀

パ
ー
テ
ィ
が
７
月
即
日
、
海

運
ク
ラ
ブ
で
開
か
れ
た
。
卿

マ
ッ
ク
ス
級
の
超
大
型
コ
ン

テ
ナ
船
が
続
々
就
航
。
ま

た
、
我
が
国
の
生
命
と
も
い

え
る
資
源
、
食
糧
等
を
輸
送

す
る
船
舶
も
⑭
万
才
級
の
超

大
型
船
が
建
造
さ
れ
つ
つ
あ

る
Ｏ③
一
括
大
量
輸
送
に
よ
る

コ
ス
ト
縮
減
を
目
指
し
た
輸

送
船
の
超
大
型
化
は
、
い
ま

や
世
界
的
な
潮
流
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
我
が
国
に
は
、

こ
れ
ら
船
舶
の
受
け
皿
と
な

れ
る
港
湾
が
皆
無
。

④
拠
点
と
な
る
港
湾
へ
の

「
選
択
と
集
中
」
は
当
然
と

し
て
も
、
こ
の
ま
ま
で
は
、

我
が
国
産
業
の
海
外
流
出
な

ど
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ

《

へ
一
要
望

て
い
る
が
、
英
一

２
０
１
５
年
ま
一

助
金
総
額
２
２

ド
を
要
望
し
て
．

補
助
金
が
付
き
一

開
発
が
促
進
し
一

が
望
ま
れ
て
い
一

Ｎ
ａ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
－

補
助
金
に
つ
い
一

に
会
社
登
記
し
一

象
と
な
る
た
め
一

業
も
技
術
開
発
一

ノ
『
－
１
』
・
・
‐
・
一
～
．

二察

英
国
全
体
で
２
０
０
０
年
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
洋
上
風
力

開
発
の
ラ
ウ
ン
ド
ー
＆
ラ
ウ

ン
ド
２
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
約

８
Ｇ
Ｗ
の
発
電
量
を
目
標
に

し
、
現
在
進
め
て
い
る
ラ
ウ

ン
ド
３
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
約

犯
Ｇ
Ｗ
（
９
ヶ
所
）
を
発
電

す
る
。
２
０
２
０
年
ま
で
に

洋
上
風
力
の
み
で
狐
Ｇ
Ｗ
を

目
標
に
し
て
い
る
。
こ
の
う

ち
北
東
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
域

と
は
必
至
。

⑤
そ
の
対
応
を
国
家
と
し

て
誤
れ
ば
、
地
域
の
疲
弊
を

招
き
、
ひ
い
て
は
国
家
の
成

長
戦
略
に
狂
い
が
生
じ
、
我

が
国
は
国
力
を
減
じ
将
来
に

叩
海
事
関
係
功
労
者
表
彰

海
「
海
洋
立
国
の
復
権
」
目
指
す

は
中
国
、
イ
ン
一

の
四
分
の
一
を
一

は
中
南
米
・
ア

フ
ト
と
す
る
と
一

い
る
Ｏ
今
後
と
一

の
進
展
の
た
め
．

つ
大
量
に
貨
物
一

が
絶
対
ポ
イ
ン
．

今
後
と
も
海
事

に
大
き
な
期
待
》

て
い
る
」
と
挨

者
を
祝
福
し
た
一

高
電
圧
試
験
室
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
リ
ン
ク
研
究
所
な
ど
が
あ

る
。
波
力
・
潮
力
ド
ッ
ク
施
設

は
波
・
潮
を
再
現
し
通
常
の

⑩
分
の
１
の
規
模
で
制
御
さ

れ
た
環
境
と
な
っ
て
お
り
、

様
々
な
レ
ベ
ル
の
試
験
能
力

が
可
能
。
同
施
設
の
実
験
結

果
に
よ
り
、
装
置
の
有
効
性

が
確
認
さ
れ
れ
ば
、
プ
ロ
ト

タ
イ
プ
を
製
作
し
、
実
海
域

書
、
１
．
．
１
４
．
１
…
・
…
：
ｆ
・
…
Ｉ
：
．
・
・

の
テ
ィ
ー
ズ
サ
イ
ド
沖
に
９

Ｇ
Ｗ
の
洋
上
風
力
発
電
の
建

設
が
決
ま
り
、
２
０
１
８
年

の
完
成
を
予
定
し
て
い
る
。

ｌ
研
究
開
発
・
支
援

北
東
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
域

で
一
番
の
特
徴
は
Ｎ
ａ
Ｒ
Ｅ

Ｃ
（
新
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン

タ
ー
）
を
有
し
て
い
る
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
る
。
同
施
設
は

２
０
０
２
年
Ｏ
Ｎ
Ｅ
が
、
風

力
・
波
力
・
潮
力
・
太
陽
光

…
；
‐
・
…
ｉ
＃
：

重
大
な
禍
根
を
残
し
か
ね
な

い
お
そ
れ
。

⑥
同
時
に
、
近
い
将
来
の

発
生
が
予
想
さ
れ
る
巨
大
地

震
や
津
波
に
備
え
、
ま
た
、

地
球
規
模
で
自
然
環
境
が
変

化
し
激
甚
化
が
進
む
高
潮
災

害
か
ら
、
港
湾
の
防
災
力
を

高
め
て
国
民
の
安
全
・
安
心

を
確
保
す
る
こ
と
も
重
要
。

⑦
加
え
て
、
港
湾
は
、
準

天
頂
衛
星
シ
ス
テ
ム
の
測
位

技
術
を
活
用
し
た
海
洋
資
源

探
査
の
拠
点
、
観
光
立
国
の


